
シラサギのP C B等蓄積調査

要　旨

昭和47、48年に清和市三宝のシラサギの集団営巣

地において、シラサギの多数の諮鳥・無死が起きたが、

その際1～2の個体についてPCBの蓄積量を調査したQ

その結果については、当所年報1号及び2号に記載した。

ところが49、50年にも6、7月にかけて、同地にお
′■、＼

町

水質部河川水質科
水質部工場排水科

ンタ㌧】が分担した。T a bleI及びⅡはその分析結果

である。

年報2号において、47、48年の少数例の分析結果

から、シラサギの体内に蓄積されたPCBの減衰は早急

には起らず、暫くの間は高限状の形を示すであろうと述

べたが、これに反して大幅の減少をみせている。一方β

TableI　　　　　　　　　　　　昭和49年度PCB等蓄積量調査結果　　　　　　　　　　（呼／Kg）
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TableⅡ　　　　　　　　　　　　暗和50年度PCB寄書蹟量調査結果　　　　　　　　　　（野／鞄）
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いて、多数の落鳥舞死が起った。こゝにおいて県環境部　　－BHC、ディルドリン等も検出されている。

は、この原因究明のため、調査を行うことになり、その

鵬環として、PCB等の体内蓄積量の調査を、当公害七
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